土星Q&A

	
	Q：しつもん
	A：こたえ

	１
	なぜ土星というのか？
	古代の中国の思想、万物は「木」「火」「土」「金」「水」の５つの元素から成り立つという考えに由来しているといわれる。土星はどっしりとあまり動かないので、土の要素と結びつけられて土星と呼ばれるようになった。

西洋でも大地・農耕の神「サトゥルヌス」があてられている。

(最新天文小事典 福江純 東京書籍, 星の神話・伝説集成 野尻抱影 恒星社 参照）

	２
	なぜ土星に輪があるのか？
	一説には、土星に接近しすぎた衛星が破壊されてできたものです。

	３
	他に輪がある惑星はないのか？
	木星・天王星・海王星があります。

	４
	大きさはどのくらい？
	直径約12万km(輪を除く)、地球の約9.4倍です。（ちなみに、輪まで入れると地球の20倍ぐらい）

	５
	地球からどれくらい離れているのか？      

※注：5月16日の土星までの距離
	約14億km（13億5000万㎞)　

　→飛行機（時速1000ｋｍ）約160年　

　→新幹線（時速300km）約520年

　→車（時速60km）約2600年

　→人（時速3km）約5万2000年　かかる距離です。

	６
	土星は何で出来ているのか？
	主に水素(大部分）やヘリウムでできています。

	７
	土星の輪は何でできているのか？
	岩や氷の集まり。数ミリから数メートルのものまである。(小さなものは砂粒くらい、大きなものは家くらい)

	８
	輪はなぜあのような形なのか？

（平らなドーナツ形なのか）
	土星の輪は、レコードのような板状のものではなく、岩や氷のつぶつぶでできている。つぶつぶ達が、お互いにぶつからないように回ると、このような形に落ち着く。 (最初はぶつかっていたつぶつぶ達が、次第にほどよい間隔で並ぶことで、安定し、このような形になっている。ぶつかると疲れるため、おのずとぶつからないような間隔を保つようになる。)

	９
	なぜ土星はつぶれた形をしているか？
	自転の速度が速い上に、土星は主にガスでできていて、変形しやすい。

	10
	重さはどのくらいか？
	地球の約95倍です。

	11
	衛星の数はいくつ？
	2009年5月現在、61個以上（＋未確定３）

	12
	土星はどれくらいの速さで自転・公転しているか？
	自転（土星自身が１回転する時間）は約10時間40分

公転（太陽のまわりを１回転する時間）は約30年

	13
	土星の温度はどれくらいか？
	約-200℃


	14
	なぜ英語名でサターンなのか？
	ローマ神話の農耕の神、「サトゥルヌス」の英語名。初めて人間に農耕を教えたと言われています。

	15
	明るさはどのくらい？
	5月19日はちょうど1.0等

	16
	なぜ満ち欠けをしないのか？
	外惑星だから。　惑星は太陽に近い方から順に、水星・金星・地球・火星・木星・土星・天王星・海王星・冥王星の順にならんでいます。地球から見て太陽の方にある惑星(水星と金星)は内惑星・その他は外惑星といいます。

惑星は自分で光っておらず、太陽の光を受けて光っている。満ち欠けというのは、太陽に照らされている面と、陰になっている面の見え方によっておこる。
内惑星は、地球より内側を回っているため、地球から見ると、内惑星がどこにいるかで、太陽から光を受ける面の範囲が変わり、そのため満ち欠けして見える。(例えば、地球から見て、太陽よりも手前に内惑星が来るとき、太陽の光は逆光になって、惑星の姿は見えない(陰の部分を見ていることになる：新月状態)。内惑星がどんどん移動していくうちに、少しずつ見えるようになってくる。 (山田え)

	17
	太陽系で何番目の惑星か？
	６番目の惑星です。

	18
	なぜ惑星というのか？


	「惑星」の呼び名は、江戸時代に日本に入ってきた英語名

「プラネット」からできた呼び名です。そのほかにも「遊星」「行星」といくつも呼び名がありました。

「惑星」が多く使われ出したのは、戦後以降だそうです。                                                      プラネット[planet]の語源は、ギリシャ語の[planetai]：さまよう人・浮浪者と言われています。惑星たちは恒星と違い、日に日に見える位置が変わるなど、フラフラと「惑い」移動していくため、そんな名前になったようです。
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